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今
年
度
５
回
目
を
数
え
る
若
神
子
亭
主
催
の
学
び
の
里
事
業
「
冬
の
骨

寺
村
荘
園
撮
影
会
」
が
、
一
月
十
九
日
（
土
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
骨
寺
に
造
詣
が
深
い
一
関
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
小
野

寺
正
四
郎
氏
（
写
真
一
番
右
）
を
お
迎
え
し
、
写
真
愛
好
家
約
二
十
名
が
、

歩
き
な
が
ら
、
冬
の
骨
寺
村
を
思
い
思
い
の
セ
ン
ス
で
撮
影
。
軒
先
の
干

し
柿
や
凍
み
大
根
、
一
面
の
銀
世
界
、
こ
こ
骨
寺
に
は
、
絵
に
な
る
素
材

が
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。
一
時
間
半
の
撮
影
の
後
は
、
若
神
子
亭
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
発
表
会
と
な
り
、
小 

野
寺
会
長
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
充
実 

の
一
日
を
締
め
括
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
の
作
品
は
、
若
神
子
亭
に
て
、
順 

次
公
開
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
月
二
十
六
日
、
山
目
公
民
館
主
催
の
「
も

ち
つ
き
体
験
と
雪
遊
び
を
し
よ
う
！
」
が
、
市

内
の
小
学
生
と
父
兄
１５
名
の
参
加
で
、
古
曲
田

家
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

庭
で
の
「
か
ま
く
ら
」
作
り
、
ひ
ょ
う
た
ん 

へ
の
絵
付
け
、
そ
し
て
、
餅
つ
き
体
験
。
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
歓
声

が
上
が
り
、
つ
き
た
て
の
お
餅

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
大
満
足

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た 

    
 
 
 
 
 
 
 

一
月
十
九
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

ト
」
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
の
若
者
た
ち
十
二
人
が
、
本
寺
の
一
般
家
庭
に
民
泊
を 

し
な
が
ら
文
化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

 

古
曲
田
家
で
の
も
ち
つ
き
体
験
や
、
毛
越
寺
で
の
二
十
日
夜
を
鑑
賞
す
る
な
ど
、 

こ
の
土
地
・
季
節
な
ら
で
は
の
歓
待
で
、
心
温
ま
る
意
義
あ
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

第６０号 
発行：本寺地区地域づくり推進協議会 

 

若
神
子
亭
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
の
拠
点
と
な
る
「
展
示
棟
」
が
、

四
月
六
日
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
内
部
の
工
事
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。 

 

「
展
示
」
と
「
映
像
」
の
二
つ
の
ブ
ー
ス
を
併
せ
持
ち
、
骨
寺
村
荘
園
の

魅
力
を
色
々
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。 

 

工
事
を
手
掛
け
る
の
は
、
東
京
に
本
社
を
置
く
業
界
最
大
手
の
「
乃
村
工

藝
社
」。
連
日
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
懸
命
の
作
業
が
続
き
ま
す
。 

 

三
月
十
七
、
二
十
日
の
両
日
に
は
、
地
元
の
方
々
を
始
め
関
係
者
を
お
迎

え
し
て
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
内
覧
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、

ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
骨
寺
村
を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
♪ 

皆
さ
ん
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
遂
げ
た
「
真
若
神
子
亭
」
に
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
い
♪ 

 
二
月
二
日
（
土
）
、
本
寺
地
区
地
域 

づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
「
骨
寺
村
荘

園
遺
跡
を
学
ぼ
う
！
」
今
年
度
第
一
回
講

演
会
が
、
講
師
に
一
関
博
物
館
学
芸
係
長

の
小
岩
弘
明
氏
を
講
師
に
迎
え
、
若
神
子

亭
研
修
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
内
外
か
ら
四
十
名
余
り
の
方
々
が

参
加
し
、「
中
世
み
ち
の
く
の
世
界
と
陸
奥

国
骨
寺
村
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
二
時
間
に

及
ぶ
講
演
を
熱
心
に
拝
聴
。
日
本
史
を
背

景
に
し
た
骨
寺
村
の
意
義
等
を
学
ぶ
絶
好

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

全
３
回
を
予
定
す
る
骨
寺
村
講
演
会
。

第
二
回
は
、
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後

一
時
半
よ
り
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授

の
入
間
田
宣
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、
同
じ

く
若
神
子
亭
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 


